
グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成29年度全国平均

多くの項目で類似施設平均値を下回る数値である
が、平成２７年度から国民宿舎赤とんぼ荘及び志ん
ぐ荘は、２荘一体経営による指定管理者制度を導入
し、指定管理者による管理運営を行っている。今後
においても、民間事業者の持つ能力を最大限活用
し、創意工夫を凝らした低廉で良質なサービスを提
供することで、収益向上を図り、経営健全化を目指
す。

△154.4

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

平均値 25.6 15.7 9.0 0.0 0.0平均値 0.0 2.5 182.7 8.7 △102.9平均値 51.1 50.4 50.3 52.3 55.9

当該値 39.4 42.3 49.4 51.5 49.3

H25 H26 H27

当該値 0.0 0.0 274.0

全体総括

1,620,099

⑩設備投資見込額(千円)

H25 H26 H27 H28 H29

-

H26 H27 H28 H29H28 H29 H25

当該値 76.9 47.0 27.0 0.0 0.013.0

⑨施設の資産価値(千円)

平均値 12,785 155,473 18,016 15,490 13,689平均値 △11.2 △20.3 △13.1 △11.5 △9.345.2 35.4 38.0 35.0

12.0 13.3 11.3 11.3 36.0 40.0 38.3

「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

2.資産等の状況

△1,150当該値 △23.2 △32.9 △16.0 △14.3 △14.4

平均値 21.2 22.9 26.9 27.9 28.1

当該値 △22,658 221,368当該値 37.1 48.0

平均値 31.1

3. 利用の状況について

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27

⑬（施設と周辺地域の宿泊客数動向）周辺地域の宿
泊需要の増加が見られる中で、集客力が鈍化傾向に
ある。周辺競合施設と相対的な比較をするなど、今
後の施設のあり方を検討するうえで参考にしたい。H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

「施設の効率性」 「人件費負担」

8,058 2,883

1,485 1,440

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「他会計補助金額」 「都道府県延宿泊者数に対する割合」

28.5 23.8 22.2 平均値 3,307 16,941

当該値 13.1

2. 資産等の状況について
平均値 86.4 129.9 82.7 85.7 87.3 平均値 3.3 6.0

当該値 72 17,353 2,081 1,870 2,059当該値 0.1 7.2 42.8 35.7 33.3

⑧（有形固定資産減価償却率）類似施設平均値と比
較してやや数値は低いものの、経年比較においては
確実に老朽化が進んでいる。今後は、施設の計画的
な更新等の検討が必要である。
⑨（施設の資産価値）今後の施設のあり方を検討す
るうえで参考にしたい。
⑪（累積欠損金比率）累積欠損金の解消に向け、さ
らなる経営改善が必要である。
⑫（企業債残高対料金収入比率）企業債の数値計上
はない。更新投資などを含め、今後の施設のあり方
を検討するうえで参考にしたい。

1,756

当該値 88.0 144.2 68.3 63.7 60.8

H25 H26 H27

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について

H25 H26 H27 H28 H29

①（経常収支比率）経常収支比率が６０％台で推移している。営業収
益が大きく影響しているため、安定した営業収益の確保が必要であ
る。
②（他会計補助金比率）類似施設平均値と比較してやや高い水準と
なっている。公営企業の独立採算性の観点から指定管理料への依存度
を低く堅持する必要がある。
③（宿泊者一人当たりの他会計補助金額）類似施設平均値と比較して
やや高い水準となっている。団体客の集客など、さらなる営業強化が
必要である。
④（定員稼働率）経年比較において減少傾向にある。食事メニューの
見直しによる競合施設との差別化を図るなど、さらなる宿泊需要の掘
り起こしが必要である。
⑤（売上高人件費比率）類似施設平均値と比較して、やや高い水準で
ある。人員配置の見直しによる人件費の抑制を図る必要がある。
⑥（売上高GOP比率）売上高GOP比率がマイナス圏で推移している。営
業収益が大きく影響しているため、仕入れ原価の削減などの業務改善
のほか、物販強化・営業強化によるさらなる収益改善が必要である。
⑦（EBITDA)経年比較において収益性の安定的な成長が見られない。
引き続き経営改善に取り組む必要がある。

H26 H27 H28 H29H28 H29 H25

0.0 100.0 8,183 333 無 68.7 無 【】

分析欄

利用料金制 6.4 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置

法適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ２Ｂ１ 民間企業出身 4,714

－

経営比較分析表（平成29年度決算）
兵庫県たつの市　志んぐ荘

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％)
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③宿泊者一人当たりの他会計補助金額(円)
【815】
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②他会計補助金比率(％)
【7.6】
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①経常収支比率(％)
【97.6】
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⑦ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【19,628】
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⑥売上高ＧＯＰ比率(％)
【3.9】
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⑤売上高人件費比率(％)
【20.7】
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④定員稼働率(％)
【25.8】
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⑫企業債残高対料金収入比率(％)
【24.9】
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⑪累積欠損金比率(％)
【26.6】
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⑧有形固定資産減価償却率(％)
【53.4】
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⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向


